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私たちの町、長坂には古 くから多 くの人々が住み、

生活 して来ました。その痕跡として非常に数多くの

遺跡が発見されております。

一方で、近年の社会の急速な発展は長坂町の産業

構造をも変えて しまいました。そのために、農業の

振興を計る目的で圃場整備事業が進められておりま

す。

このため、長坂町教育委員会では圃場整備事業に

伴 う記録保存のための埋蔵文化財の発掘調査を行っ

ています。本年は、大八田地区の、別当十三塚遺跡

・ 深草遺跡の調査を行い、主に中世の遺構・遺物が

検出されました。ここに、その成果を報告書として

刊行 しました。研究者はもとより、一般の方々にも

広 く活用 していただければ、幸いに思います。

最後になりましたが、今回の調査にあたり、御指

導御協力いただきました、県教育庁文化課、峡北上

地改良事務所、それに地元、大八田地区の皆様に深

く感謝いたします。

昭和63年 3月

長坂町教育委員会

教育長 向 井 正 丸





例

1、 本報告書は昭和62年度県営圃場整備事業に伴う別当十三塚 。深草遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2、 本調査は峡北土地改良事務所との負担協定に基づき、文化庁・ 山梨県より補助金を受けて

長坂町教育委員会が昭和62年 5月 15日 から同 7月 29日 にかけて実施 した。

3、 本書の執筆 。編集は櫻井真貴が行った。

4、 別当十三塚出土の人骨については聖マリアンナ医科大学の森本岩太郎教授、工藤広幸助手

に鑑定を依頼 しその結果を別編として巻末に集録 してある。

5、 本調査の出土遺物 。発掘記録等はすべて長坂町教育委員会において保管 している。

6、 調査組織   調 査 主 体  長坂町教育委員会

教 育 長  向井 正汎

課   長  平島 松尾 (6月 30日 迄 )

小林 希望

事 務 局 員  坂本 正輝

平島 長生

調 査 担 当  櫻井 真貴

調査参加者

小沢三七子、小沢茂美、小沢すみ子、小沢ふ く子、小沢みずえ、小林光子、

小松かずえ、滝田武子、日向一子、平嶋弘子

7、 発掘調査から本書の作成までに下記の方 ・々機関から御指導、御助言を賜った。記 して感

謝の意としたい。 (順不同 敬称略)

新津 健、米田明訓 (山梨県教育庁文化課)田代 孝、末木 健、八巻与

志夫 (山梨県埋蔵文化財センター)中 田 英 (神奈川県教育庁文化財保護

課)上本進二 (神奈川県立埋蔵文化財センター)清水 博 (櫛形町教育委

員会)山路恭之助 (須玉町教育委員会)佐野勝広 (小淵沢町教育委員会 )

日向鉄夫 (県営圃場整備長坂地区第Ⅱ工区会長)峡北土地改良事務所

ロ
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第 I章 調査に至る経緯

山梨県では昭和54年より水田利用再編対策の推進、農地を流動化 し集積することにより機械

化 。省力化を促進 し、作物体系の確立等の農業生産基盤の整備を行い農業の振興を計る事を目

的として、県営圃場整備事業が推進されている。北巨摩郡においても各町村で毎年大規模に行

われている。

長坂町では昭和58年度より県営圃場整備事業に伴 う埋蔵文化財の調査が実施されている。昭

和58・ 59年には小和田館跡、60年には小和田北遺跡を、61年には別当十三塚遺跡、別当遺跡、深草

遺跡、糀屋敷遺跡の 4遺跡の調査が行われ縄文時代から平安時代 。中世にわたる各時代で大き

な成果をあげている。

本年度 も第 I工区、白井沢地区と第Ⅱ工区、大和田地区において圃場整備が行われる計画に

なった。そこで、本教育委員会で昭和61年 12月 から62年 1月 にかけて試掘調査を行った結果第

I工区では遺構 。遺物ともに検出されなったものの、第Ⅱ工区の深草遺跡において遺物の出土

を見たため本調査の必要があると判断された。また、別当十三塚は塚自体の平面図の作成は完

了 しているものの、塚全体の半分にあたる 5基の断ち割り調査が行われていないため、それを

行わなければならない。

以上の様な結果から、本教育委員会では山梨教育庁文化課と峡北土地改良事務所の三者で協

議を行い、本格調査を実施する運びとなった。調査対象面積は 4 3 0 0nf、 調査主体は本教育

委員会があたることとなった。

昭和62年 二月 7日 に昭和62年度文化財関係国庫補助事業として県教育委員会へ計画書を提出

し、同 4月 27日 付で交付内定を受け、同 6月 13日 に補助金交付申請書を提出した。また、同 6

月 1日 には本教育委員会と峡北土地改良事務所との間で負担協定を締結 し、埋蔵文化財発掘調

査実施計画書を提出した。

調査は、昭和62年 5月 15日 に開始 し、同 7月 29日 に現場作業を終了し、昭和63年 3月 31日 に

整理等の全ての作業を終了 した。
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第Ⅱ章 調査の方法と経過

本年度の調査は両遺跡共、昨年度調査された部分のゴLl11の 続きの部分について調査を行った。

別当十三塚遺跡は、 5月 15日 より調査を開始 した。塚自体の平面図は昨年度に作成されている

ので、まず断面図を作成 し、その後塚の下部の遺構を調査する、という手順で進めた。その結

果塚の下部から土坑が二基検出され、遺物は古銭と土師質土器片が数点出土 した。また、塚本

体の調査終了後塚周辺に トレンチを入れて他の遺構・遺物の検出につとめた。しか し、遺構・

遺物共に全 く検出できなかった。以上の調査は、 6月 2日 に終了 した。

別当十三塚遺跡の調査が終了 した翌日からは、深草遺跡の調査を開始 した。調査は磁北にあ

わせて10mグ リッドを設定 して行った。遺構は、溝状遺構が 1本と土壊が 3基検出された。遺

物は量は少ないものの、縄文時代から近世に至るまでの長い時期の遺物が出土 している。本遺

跡は 7月 29日 に調査を終了 した。

第Ⅲ章 周辺の地理的歴史的環境

長坂町は山梨県北巨摩郡の中央やや西寄り、八ケ岳の南側に位置 し、北は権現岳の頂上で長

野県に接 している。町の大部分がある緩斜面は第Ⅳ期初頭に噴火 した八ケ岳の山体崩壊期に発

生 した泥流 (韮崎泥流)によって形成された台地である。この泥流はかなり大規模なもので最

大層厚は約 200mほ どあり甲府盆地の南縁部にまで達 しいる。現在では大部分が侵食されて し

まい甲府盆地内ではほとんど見ることができないが、曽根丘陵の一部にその痕跡を見ることが

できる。さて、この台地は東側を須玉川や塩川で、西側を釜無川 (富士川)によって侵食され

ている。特に西側は 100m近 くの切り立った崖が韮崎市から白州町の長野県境まで20数kmに わ

たって釜無川沿いに続いており、通称七里岩と呼ばれている。またこの釜無川沿いは、フォッ

サマグナ (大地溝帯)の西縁、及びその西縁上に糸魚川・ 静岡構造線が通 っている。この

七里岩の上は台上と呼ばれて釜無川をはさんで南アルプス山脈と対峙 している。

さて、この台上の緩斜面、すなわち長坂町周辺には環境庁の選定 した名水百選の一つ、八ケ

岳南麓湧水群があり多 くの泉が湧出している。これらの泉から流れ出た小河川は南下 しながら

合流を繰 り返 していくつもの小尾根を作り出している。また、この河川は渇水期にも極端な減

水は無 く年間を通 じて安定 した水量を保っている。さらに、この斜面は南向きで極端な起伏 も

無 く日照時間も長い。この様なことからこの尾根上には非常に数多 くの遺跡がある。だが、遺

跡の数は多いもののその時期は非常に偏っている。長坂町周辺の遺跡の時期は縄文時代中期と

平安時代、それに中世の二つの時期で大部分を占める。これら以外の時期のものも奈良時代以外

- 8 -
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はあるにはあるのだが、他の時代のものと比較すると極端に少ない。また、奈良時代の遺跡は遺

構、遺物共に台上ではまだ確認されていない。この、時代による極端な差は気候の変化や火山

の噴火に伴う火山灰の降下、それに律令体制に伴う公権力の介入による規制などが考えられる。

従来、八ケ岳南麓は縄文時代中期の遺跡の宝庫として知 られてきた。確かにこの時期の遺跡数

は他を圧するものがある。そしてその理由は、森林が多 く動物、植物が豊富で食物が得やすい、

水が豊富であることなど諸説が述べ られてきた。その一方で近年平安時代の遺跡の豊富さが論

じられ始めている。

それでは、原始 。古代の※峡北地方とはどの様な所であったのであろうか。山梨県が歴史上

の記録に初めて登場するのは日本書紀の雄略天皇13年 に甲斐の黒駒という表記あるのが初めて

である。つまり、この時期には中央朝廷には甲斐は名馬の産地 として知 られていたのである。

そして平安時代になると峡北地方には二つの官牧が置かれることになるのである。すなわちそ

の三官牧とは高根町念場原あたりに置かれたとされる柏前牧、武川村牧原あたりに置かれたと

される真衣野牧、韮崎市穂坂あたりに置かれたとされている穂坂牧である。そして、近年調査

された高根町湯沢遺跡や、武川村宮間田遺跡はこれらの牧に関連するものとして注目された。

山梨県は古代律令時代には巨麻、山梨、都留の 3つの郡に分かれていたとされている。長坂

町周辺の峡北地方は巨麻郡に属 していた。この巨麻郡という地名は「和名抄」に出て くるもの

で山梨県の西側一帯を占めていて、現在の北巨摩郡、中巨摩郡、南巨摩郡と韮崎市、甲府市そ

れに西八代郡市川大門町の一部であったといわれている。そして、この巨麻郡の中には九つの

郷が置かれていた。この郷の位置については、磯貝正義氏の説によれば、北巨摩には速見・ 真

衣の二つが置かれていたとされている。近年では他にいくつかの異説も発表されているが、こ

こでは磯貝氏の説に従っておく。さてそこで、速見郷と真衣郷の位置であるが真衣郷は真衣野

牧の存在が示す通り武川村周辺にあったと考えられている。一方速見郷は速見神社・ 速見筋な

どの呼称から長坂、高根、須玉、明野周辺に置かれたのではないかとされている。すなわち速

見郷は柏前牧に対応 して置かれていたものと思われる。つまり、長坂町周辺は速見郷に含まれ

ていたと考えられる。この様に考えて くると、この付近に平安時代の遺跡が多いことが納得で

きるのである。つまり、官牧の周辺にはそれを管理する役所、牧監がおかれそれに付随する集

落が成立するわけである。この様に北巨摩地方に平安時代の集落が多 く検出されるのは、官牧

と関連 して開発が行なわれた結果ということができるのであろう。

ところで、巨麻郡の名称であるが、これにはいるいるな説がある。 1つには渡来人と関連が

あるという説があるのである。すなわち大陸の高句麗が滅亡 した後に高句麗人が多 く日本に渡

来 し巨麻郡のあたりに居住 して高麗が転 じて巨麻となったとする説である。また、牧との関連

で駒が転 じて巨麻となったという説 もある。

古代においては以上の様な歴史的な経過と背景を持っていたわけであるが、それでは中世に

はどの様な様子であったのだろうか。

―-  10  -―



山梨県の中世は武田氏の時代であるといっても過言ではない。武田氏の祖先は甲斐源氏とい

い清和源氏の一族であった。この一門のうちの清光は峡北地方の逸見荘に本拠を置いたため逸

見冠者などと呼ばれた。ここは三官牧に近 くまた信州の佐久地方への街道筋にあたり交通の要

地でもあった。つまり、この場所を押えたということにより権力を拡大するのに恰好の場所を得

たということであったといえるであろう。そのため勢力を拡大 し、清光は子供を甲斐国内の要

地に配 した。そのうちの信義は武河荘武田 (現在の韮崎市)に本拠を置き、武田氏をなのった。

これが12世紀中頃のことである。そして子孫は代々甲斐の守護となったといわれている。この

後平安時代末期は平氏が栄華を極めるが、その平家打倒にも甲斐源氏は大きな役割を果たすの

である。その中でも重要なものは、有名な富士川の合戦である。この合戦は甲斐源氏武田信義

らによって主導権が握 られていたのである。この様な働きにより、鎌倉幕府成立後有力な守護

となっていった。そして、鎌倉幕府滅亡後、武田氏によって甲斐国は統一された。

それでは、周辺の遺跡を時代順に見ていく。

ω
梨大学考古学研究会が中心になって発掘調査を行 った御所遺跡である。この地方では

珍 しい縄文時代前期、諸磯式の時期の遺構 。遺物が発見されている。イ祗沖央高速道路の建設

携与 1橿胃託】缶軍
g雪

盪整摺を£ i、 岳鳥昂

イ

1言極握格票律扱馨星置聾二亀⊆辱たξ推盆菖層豪

である。ここでは縄文時代後期堀の内 I式期の竪穴住居、敷石住居等の遺構と遺物が検出され

ている。∞ 営圃場整備事業に伴い調査 され、現在その一部が国の史跡に指定され保存されて

いる金生遺跡である。ここからは縄文時代後晩期の配石遺構 。配石墓 。敷石住居等の遺構や、土

器・ 石器 。石棒等の遺物が検出されている。C職沖前の昭和15年 に大山柏を所長とする大山史

前学研究所によって調査された長坂上條遺跡である。ここでも、縄文時代晩期の遺構 。遺物が

検出されている。また弥生時代の遺物も検出されている。⊂E中央高速道路の本線や長坂イン

ターチェンジの建設のために調査された柳塁遺跡である。ここでは、本県内はおろか東日本一

帯でもあまり発見されていない弥生時代中期初頭の条痕文土器を伴う住居や、弥生時代後期・

古墳時代前期 。後期の集落を中心に縄文時代中期から平安時代、中世までの長い時代の遺構 。

遺物が発見されている。ほ :メ
王塚古墳で′馬具や武具・金環それに須恵器などが出上 したと伝

えられるが現存 していない。 8~事ニ ツ墓古墳である。もともとは三基あったが、中央線敷設の

際に二基が破壊されて しまい、現在は一基が残るのみである。 9は湯沢遺跡で、県の土地開発

公社の開発に伴い調査されたものである。ここでは平安時代の掘立柱建物跡が多数検出されて、

柏前牧との関連が注目されている。10は宮間田遺跡で、県営圃場整備事業に伴い調査された。

ここはやはり真衣野牧との関連が注目されていて、多 くの平安時代の遺構・ 遺物が出土 してい

る。特に「牧」の墨書のされた土師器の郭は注目される。
○

東姥神B遺跡である。これ も県

営圃場整備事業に伴い調査された。ここでは平安時代の掘立柱建物跡を伴った集落と中世の土

壊が検出されている。遺物の中で注目されるものは、「安曇」の墨書を持った甲斐型の界であ

― -  11  -―
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る。これは、安曇氏や長野県の安曇地方との関連が注目される。12は谷戸城跡である。城主は

甲斐源氏の清光であったと伝えられてるが確証はなく不明である。城の構造は土塁にかこまれ

た主郭を中心に五つの郭がとりまき、さらに西側には土塁と空堀を持つ郭がある。昭和56年に

は郭の一つが発掘調査され、14～ 5世紀の遺物が発見されたKせは蝕和58～ 9年に県営園場整

備事業に伴い本町教育委員会により調査され翅 |これ田笠跡である。ここには、薬研堀に囲まれ

ていて内部をさらに小掘によって区画 した複郭構造の館本体と薬研堀の外の外郭部があり双方

から多 くの遺構・ 遺物が発見されている。館自体は西側の堀の一部とその周辺を調査 したのみ

であるが、石組井戸、地下式墳、ピット群などの遺構とともに美濃製の天目茶碗・ 鉄釉水滴・

「木原新七郎」の銘が線刻された方形の硯 。内耳土器などが出土 している。また外郭部では、

竪穴状遺構・ 掘立柱建物跡・方形石組遺構・石組土壊などの多 くの遺構が検出され、さらに三

箇所から古銭が合計 6,000枚 出土 している。しかもそのうちの一つは古瀬戸の四耳壷の中に約

3,000枚が残存状態の良好なわら紐に東ねられて出土 した。古銭は唐銭、北宋銭などの舶載銭

であった。それ以外にも水滴や和鏡などが出上 している。また翌60年に外郭部の北方で調査さ

れた小和田北遺跡では方形竪穴遺構の中から銅製の椀蓋が出上 している。さらに薬研堀の南辺

部は現在でも埋まりきらずに幅 5m、 深さ3m位の堀が地表でも確認できる。これら以外にも

縄文時代中期格沢期の住居や、平安時代の集落も検出されている複合遺跡である。なお、館本

体の中核部は63年 に調査予定である。重こま深草館跡である。現状は周囲を高さ 1～ 2mの上塁

に囲まれ、内部 もさらに土塁で南北に区画 した複郭形式である。その外側を空堀と自然河川を

利用 した堀がめぐっている。昭和55年に県教育委員会で金生遺跡を調査 した際に館の北外郭部

を発掘調査をした。その時には15～ 17世紀の掘立柱建物址や地下式壊などの遺構や瀬戸美濃系

の陶磁器や中国製の陶磁器などの遺物も出土 した。現在は長坂町指定の文化財として保存され

ている。        ある。現在山林の中に空堀と土塁が略方形にまわっている。伝承で

は武田家家臣の長坂長閑斉の館跡とされているが、定かでない。これも、現在は長坂町指定の

文化財として保存されている。蛭唸灘埜十二塚である。山の尾根部に径 3m前後、高さ lm程

の塚が10数基並んでいる。

以上が長坂町を中心とした地域の主な遺跡である。これら以外にも調査済みのもの、未調査

のもの含めて数多 くの遺跡が眠っている。今後、圃場整備事業や観光開発・企業の進出などで

破壊の危機にさらされるものが多 く出て くると思われるが、その保護対策は急務であり重要な

ものとなるであろう。

※ 峡北地方とは北巨摩郡と韮崎市を合わせた呼び名である。他にも峡西・峡中・峡南 。峡

東などの地方名がある。
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第Ⅳ章 別当十二塚遺跡の調査 鮒図1)

本年度は昨年度に引き続き 6号塚から10号塚までの調査を行った。本塚群は尾根上に南北に

ほぼ一列に並んでおり、南から順に塚の番号が付けてある。また南側が低 く北狽Jが最 も高 くなっ

ている。そのため本文中の山側とは北側を表わ し、谷側とは南側を表わしている。塚本体以外

に発見された遺構は土壊が 2基のみである。土壊からは人骨は検出されず、掘り込みも浅いの

で墓である可能性は低いと思われる。また遺物は 8号塚上の板碑以外には、封土中から図示不

可能な陶磁器の細片が出土 している。本文中でもふれているが、塚自体の遺存状態は非常に悪

く、ほとんど塚としての形態を残 していないものあった。では、以下で塚一つ一つについて述

べてゆ く。

第 6号塚 (付図 4第 3図 )

本塚は塚群のほぼ中央に位置 している。東西径は約 6.5m、 南北の径は約 5.5m、 封土の高

さは谷側からは最大で約 lmを計る。山側からでも 0.2mを計る。土層は 6層 に分かれ、それ

を観察すれば山側は腐植土によって封上の裾部がかなり埋まっているのがわかる。また、封土

を取 り去った後の塚の下部中央やや南寄りから径約 lm、 深さ約 0.2mの土壊が検出された。

遺物については特に何も検出されなかった。

第 7号塚 (付図 4第 4図 )

本塚は東西径が約 7.4m南北径が約 5.6mを計る。封土は山側からは、ほとんど盛り上がり

がない。谷側からでも 0.5m程で、かなり崩壊が進んでいると言えよう。土層は 6層 に分層で

また封土下からは、径約 lm深さ約 0.2mの土壊が検出された。

第 8号塚 (付図 5第 5図 )

本塚は東西径が約 5.5血南北径が約 4mを計る。遺存状態は極めて悪 く塚上の板碑によって

塚と認識 した程である。土層は 3層 に分層できた。

第 9号塚 (付図 5第 6図 )

本塚は東西径が約 3.6m南北径が約 3。 7mを計りやや小型である。土層は 3層 に分かれる。

やはり遺存状態は極めて悪 く肉眼で地表から見たかぎり、塚として認識できる限界であったと

言えよう。

第10号塚 (付図 6第 7図 )

本塚 も遺存状態が悪 く目視では塚であるといことの認識はほとんどできず、確認は等高線に

よって行った。土層は 4層に分かれる。封土はかなり流されて しまった様に見受けられる。土

壊等の遺構は検出されなかった。
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ま  と  め

昨年度及び本年度にわたり本遺跡を調査 したわけであるが、塚以外の遺構は溝が 1本と土壊

墓が 1基それに土壊が 2基検出されたのみである。また、遺物も13～ 14世紀代の年代が与えら

れる陶磁器の小破片が小量と舶載銭が数枚出土 したのみである。つまり築造年代こそ14世紀代

をあまり下 らない時期であると言えるものの、遺構 。遺物 ともに貧弱である、と言えるであろ

う。さらに、これ らの遺構が塚築造に伴うものか否かがはっきりしないので遺物の面か らも

十二塚の性格をつかむことは不可能であるといえる。

そこで、各地の事例を検討 してみると十二塚は村境等の土地区画の境界部分に作 られるもの

が多いということを古 くから十三塚を研究 していた柳田国男が述べている。また、地籍図を調

べてみると十三塚の部分だけは細長 く不自然に別の地番になっていることが しばしば見受けら

れる。さらに、各地の十三塚をみると一例に並んだ塚の中央の一つが特に大きいとい例がかな

り多い。また、その性格については供養塚であるとか、十二仏信仰に関するものであるとか、

墓地であるなど諸説があり定まっていない。また各地の十三塚において種々の言い伝えは残っ

ていても、その築造目的や性格をつかむ手掛 りになる様なものは皆無であるといってよい。

そこで、別当十三塚を見てみると確かに本十二塚を乗せている原田山の北端は大泉村との町

村境に接 している。また、地籍図 (第 1図 )を見ると十三塚の部分だけ細長 く地番が違うのが

わかる。つまり、この十三塚は近代以降も何か特別な場所として付近の住民に意識されていた

と考えられるのである。また、本十二塚においても中心付近の 6号塚の規模が大きい。もっと

も、本十三塚においては全体的に塚の遺存状態が悪 く、ほとんど塚としての形態をとどめない

ものもあることから一概に 6号塚が大きいとはいえず単に遺存状態の良不良という問題かもし

れない。それでは、本十二塚の性格とはなんであるか。人骨・五輪塔・板碑などの出土遺物か

ら墓地または供養塚などと考えられやすいが、その出土状況から遺物と塚自体のつながりは薄

く、む しろ無関係であるとすらいえるのではないかと思う。

そこで 1つのとントとなるのはこの付近の中世遺跡の多さである。谷戸城跡・深草館跡・ 小

和田館跡を始めとして数多くの中世遺跡がある。これらの遺跡との関連、つまり当時の豪族等

の権力者層との関連が考えられないかと言うことである。なぜなら当時の土木工事としては決

して小規模であったとはいえないであろう、十三塚築造に当時の指導的な立場にある者が何 ら

かの形で関係 していたと見るのはむ しろ自然な事ではないであろうか。しかし現在までにその

証拠となる事実は発見されていない。そのため、あくまでも推論で しかない。だが、これらの

各遺跡の存続年代と本十二塚の築造年代が重複する以上全 く無関係とは言いきれないであろう。

そして、今後は他の分野、特に文献史学との学際的な協力によってこそ十三塚の目的が解明さ

れるのではないかと思 うのである。
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第V章 深草遺跡の調査 鮒図7)

本遺跡は町指定の文化財、深草館跡のす ぐ西側に位置 しており館跡との関連が注目された遺

跡であった。本年度は、昨年度の調査区の北側の延長部分の調査を行った。しか し、後述する

様に今年は遺構 。遺物共に検出量は極めて少なく、土壊が 2基と溝状遺構が 1本検出されたの

みであった。遺物 も縄文時代後期か ら平安時代、中世、近世と幅広い時期のものが出上 してい

るが、その量は極めて少なかった。以下で遺構、遺物の順番で述べてゆく。

第 1号土城 (第 8図 )

本土壊は 2号土壊と共に調査区のほぼ中央の東寄り、つまり深草館跡寄りに位置 している。

大きさは径約 1.7m、 深さ約 0.3mで 、平面形はほば円形を呈 している。土層は 4層 に分層さ

れた。底はほぼ平坦で東寄りの一部には、底直上に自然礫が10個程が置かれていた。他の人工

遺物は出土 していない。

第 2号上境 (第 8図 )

本土壊は 1号土壊の南側に 1.5m程の間隔を持って位置 している。本土装はかなり削平され

ていて深さは最大でも 0.2m程で、長径が約 1.7m短径が約 1.2m程の長楕円形を呈 している。

土層は 4層 に分層された。遺物は出土 していない。

溝状遺構 (第 9図 )

本遺構は調査区の北端部を東西に走っていて、調査区の西限から始まり撹乱へ消えている。

西から東へ緩やかに傾斜 している。現存長は約 9mを計り、深さは 0.5m程である。土層は 5

層に分層出来た。調査途中から西側で水が湧き始め、完掘時には量は少ないものの水が流れて

しまい、まるで小川の様になって しまった。この様なことからこの溝の用途は排水用の水路で

はなかったかと考えられる。出土遺物はない。

出土遺物 (第10図 )

本遺跡では遺構に伴 う遺物は出土 していない。しか し、遺構確認時に量は少ないものの、縄文

時代から平安時代、中世に渡る広範囲の時代の遺物が出土 している。たが、そのほとんどは小

破片で水流によってローリングされ角が丸 くなっているものす らあった。では、以下でその遺

物についてそれぞれ述べてゆ く。

1は 、沈線の入った擦 り消 し縄文の土器でやや外反 している。胎度は砂をやや多 く含むが致

密で焼成は良好である。縄文時代後期前半のものであろう。 2は日縁部の破片でやや内湾 して

いる。外面には大い 3本の沈線が回っている。胎土は小石と砂粒が少量はいるものの竪致で焼

成も良好である。縄文時代後期中頃のものであろう。 3はやはり口縁部片で日唇部に小 さな

突起があり、口唇部は若千外反している。文様は口唇直下に沈線が1本回り、その下に刺突

を繰り返した帯があり、その下に沈線が4本まわり、さらにその下にまた束1突が施されている。
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沈線と剰突の工具は別の物であろう。胎土は小石を少量含み、黒雲母を微量含んでいるが、良

く精製されていて致密で焼成 も非常に良好である。縄文時代晩期終末の大洞A′ 式並行のもの

であろう。 4は、平安時代の甕型土器の胴下端から底部にかけてのものである。内面には密に、

外面には粗 く6本単位の刷毛による調整痕が、また底部には木葉痕が残されている。胎土には

黒雲母がやや多めに、砂粒が少量含まれている。焼成は良好である。また、外面の一部には煤

が付着 している。 5も おそらく平安時代の所産のものと思われる須恵器の小破片である。厚さ

約 lcm程で外面には叩き目が残されている。 6・ 7は 中世の所産と思われる酸化炎焼成のかわ

らけの底部片である。 6は胎土に雲母と刈ヽ石を含んでいる。 7は雲母を少量含んでいる。焼成

は良好であるが、 7はやや軟質である。外面にはろくる水引き痕と回転糸切 りの痕が残されて

いる。 8は 同じく中世のものと思われる灰釉陶器片で、備前産ではないかと考えられる。外面に

は窯印とおもわれる痕が残されている。 9は小型の灯明皿である。復元日径は10 cm、 底径は

1.8omで 回縁部は1/2残存 している。底部には糸切 り痕が残されている。近世の所産で18世紀位

の時期のものと思われる。

以上が本遺跡において出土 した遺物であるが、これら以外にも多 くの遺物が出土 している。

しか し、その多くは無文の図示 しえない月ヽ破片がほとんどである。また、それ らの遺物を観察

するとその多 くは平安時代の上師器 と中世、近世の陶磁器であった。

ま  と  め

以上述べたように本遺跡においては遺構は極めて少なく、また遺構からの出土遺物はない。

そして、その遺構外出上の遺物の多 くは平安時代のものと中世、近世のものが主体を占める。

また、縄文時代の後晩期の遺物も検出されている。このことは、周囲にこの時期の遺構が存在

することを示 しているといえよう。確かに昭和63年度に調査が予定されている本遺跡の北側に

は試掘調査によって、縄文時代の敷石住居が確認されている。

ところで、本遺跡の遺構の検出状態を見ると確認面に砂礫が非常に多 く検出されていて、まる

で河川の跡の様であった。ローリングされた土器が出上 しているのもこのためであると考えら

れる。この様なことから本年度の調査は遺構が水流によって破壊されて しまった部分を中心に

調査 して しまったと言えるであろう。

また、検出された遺構は遺物が全 く出上 していないため正確な時期はつかめないものの確認

レベルや覆土の状況から、少なくとも中世以降であると考えられる。
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長坂町別当十三塚出土人骨について

森本 岩太 郎 。工藤宏幸

I は じ め に

昭和61年 8月 、山梨県北巨摩郡長坂町大八田字別当所在の別当十二塚遺跡 4号塚から中世人

骨 1個体分が出土 した。筆者は長坂町教育委員会からの委嘱によりこの人骨を調べたので、こ

こに報告する。

二 人骨の出土状態

別当十二塚遺跡 4号塚の西側半部にある 1号土壊内から 1個体分の人骨が出土 した。人骨の

上に中等度の大きさの石が 2個置かれていたという。埋葬姿勢は北頭位の右側臥屈葬であり、

人骨は解剖学的に自然な状態で位置 している。副葬品、伴出遺物などはない。ただ 4号塚の付

近から五輪塔などが出土 しており、この人骨も中世に属すると考えられている。

Ⅲ .人 骨 所 見

1)人骨の残存部分 (写真 1-2)

以下の各部分の存在が確認された。 (Rは右を、Lは式を示す )

(a)頭 蓋片。 側頭骨 (R):ほば全体 (先端部および茎状突起を欠 く)。  側頭骨 (L):

錘体、下顎寓を含む部分だけ。 蝶形骨 :大翼基部を中心とする部分が左右各一部分。 頭頂

骨 (R):乳突角を含む後下方の 1部分だけ。 後頭骨 :底部および後頭顆基部 (後頭顆自体

は欠 く)を中心とする一部分と、内外後頭隆起付近の一部分。 頼骨 (R):前頭突起の外側

半と側頭突起を欠 く。 上顎骨 (R):切歯および犬歯に対応する部位の歯槽および第 2大国

歯より後方の歯槽と、上顎体後部を欠 く。 下顎骨 :右下顎頭、右筋突起先端、左下顎枝の上

外側部、歯槽の 1部を欠 く。

脩)椎骨片。 環椎の前弓と右外側塊の一部、軸椎の歯突起と右上関節面を含む一部分、部位

不明の椎骨片 3個。

IC)四肢骨片。 鎖骨 (L):胸骨端、肩峰端を欠 く。肩甲骨 (R):肩甲棘基部のごく一部

だけ。 上腕骨 (R):上腕骨頭、外側上顆、内側上顆を欠 く。 上腕骨 (L):骨体下半だ

けが残存するが、後面を欠き骨髄腔が開放する。 撓骨 (R):撓骨頭の外側半、撓骨粗面、

および下端部を欠 く。 尺骨 (R):肘頭の上端、尺骨頭などを欠 く。 尺骨 (L):肘頭、

尺骨頭などを欠 く。 中手骨 :4個残存 し、そのすべてが頭と底を欠 く。 指骨 :6個残存 し、

そのすべてが頭と底を欠 く。 大腿骨 (R):骨体部 と膝蓋面の一部。 大腿骨 (L):上下

両端を欠如 し、また残存する骨体部 もその下 4/5の 範囲の外側半を欠 く。 lXI骨 (R):骨
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体と上関節面の一部。 lXt骨 (L):上下両端を欠如する。残存する骨体部はその全長にわたっ

て前半部を欠き、骨髄腔が開放する。 膝蓋骨 (R):内側半を欠 く。 勝骨 (R):DF骨頭

および外果を欠 く。

上記のうち、右側頭骨と蝶形骨の一部分と右頭頂骨、および左側頭骨と蝶形骨の一部分につ

いては、それぞれ縫合により連結可能である。また、右頼骨と右上顎骨は縫合の部分で骨性に

結合 している。

保存状態はあまり良好ではない。ほとんど全部の骨に小動物によると思われる咬傷が認めら

れる。

2)歯および歯槽 (写真 1,3-4)

歯および歯槽の状況を下に記す。

7654321 × 2× 45

7654321 12345678

ただし、アラビア数字は永久歯が存在すること、×印は歯・歯槽とも欠損のため状況不明の

ことをそれぞれ表す。 2J 124567の 各々は遊離 した状態で存在する。

「

1ま 全長14.0

mmの矮小歯であり (写真 3)、  ヒぉ軽度の円柱化を示す (写真 4)。 反対側刺 、匠 は

正常である。以上の歯とは別に、全長 7.5mmの矮小歯 1個が遊離 して存在するが、形態学的特

徴に乏 しいので、その歯種の同定は困難である (写真 4)。

歯の咬耗度は、

「

を除 く切歯と犬歯がMartinの第 2度、日歯が第 1度、
「丁が第 0度で

ある。歯石が軽度に付着するが、鰯歯は見られない。切歯は軽度のシャベル状を呈する。

下顎切歯は近遠心方向への傾斜を示す。すなわち歯冠部が右方向に で2¬ では遠心側に、

「

アでは近心側に)倒れるように各々の歯の長軸が傾斜する。

3)計測項目、非計測的項目について

前述のように、本人骨は保存状態があまり良好でなく、厳密な計測が困難なため、可能な範

囲で下顎骨の計測だけを行った (表 1)。 また、頭蓋の形態小変異についても多 くの項目を観

察できなかった (表 2)。

右大腿骨に軽度のピラステル形成がある。右 lX■骨栄養孔部の横断形はHrdliとkaのV型に属

する。

4)性別、年齢について

側頭骨乳様突起、下顎骨筋突起などの筋付着部がかなりよく発達 していることから考えて、

おそらく成人男性の骨格と思われる。

年齢は、

「

が完全に萌出していること、歯の咬耗度などから、壮年期に属すると考えられ

る。

Ⅳ 若干の考察
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1)推定身長

本人骨において最も保存状態が良好である右上腕骨を用いて身長の推定を試みた。残存する

骨体から、解剖頚最下端と滑車外側下端の間の距離 289.Ommが得 られた。別の上腕骨 (江戸時

代人骨)か ら得られた両点間の距離と上腕骨最大長の比を使いこの上腕骨の最大長を推定する

と 330.2mmで あった。この右上腕骨の推定最大長から、藤井の式により身長を推定すると 165

cmと なる。この値は算出基準となる上腕骨最大長に推定値を用いているため多少正確さを欠 く

点を考慮すると、推定身長は 163～ 167(� 程度と考えられる。

2)矮小歯について

観察された遊離歯は、発掘の状況および他の歯との関係からみて、同一個体に属するものと

考えられる。従って遊離 している 1個の矮小歯についても同様に、同一個体に属するものと考

えるべきである。これを前提とすると、この遊離矮小歯は Lか Lか智歯の矮小歯であるか、

または過剰歯のいずれかであろう。第 1に [1あ るいは Lの矮小歯である可能性を検討 して

みると、この遊離矮小歯には咬耗が見 られないにもかかわらず、 Ll・  L」こ対向する
「

1と

Fに明らかな咬耗が存在する。したがってこの遊離矮小歯は、 [1ま たは Lが矮小歯化 し

たものではないと思われる。第 2に智歯の矮小歯である可含静l■であるが、藤田 (1939)は上顎

第 2切歯および第 3大臼歯に矮小歯の出現頻度が高いと指摘 している。本人骨では8 は歯槽

の状態から萌出していないことが確かであるが、Jと  にp位置の歯槽は破壊されているた

め、劃 か L8の矮小歯である可含酵l■を否定できない。第 3に過剰歯である可台旨14に ついても、

上下顎ともに歯槽の一部が破壊されているため、歯槽の状態からそれを確認することは難 しい。

しか し、 2¬ と 
「

2に見 られる歯の傾斜は、 ヽヽ 近の過剰歯の存在によると考えること

も可能である。以上の諸点から、今回見られた 1個の遊離矮小歯は劃 か Lの矮小歯または

過剰歯のひとつとすることが適当と考えられる。

V.ま  と め

長坂町別当十二塚遺跡 4号塚出上の中世人骨は、壮年期男性 1個体分と考えられ、推定身長

はおよそ 163～ 167 cmと 思われる。本人骨に遊離矮小歯が見られた。
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表1.下顎骨の計測値 (単位mm)
( )内は推定値、Rは右側の計測を示す

表2.頭蓋の形態小変異の存否

(― )は欠如、 ?は不詳を示す。

項  目 (項 目番号はMartinに よる) 数  値

69(3)    下顎体厚 (R)

71a      最小下顎枝幅 (R)

15.3

35。 1

項 目 右 左

内 側 日 蓋 管 骨 橋

鼓 室 骨 裂 孔

顎 舌 骨 筋 神 経 溝 橋

副 ォ ト ガ イ 孔

頭 頂 切 痕 骨

(― う

(― )

(― )

(― )

(― )

?

(― )

9

(― )

?
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１

写真 1.4号 塚 1号土壊出土人骨の頭蓋片と歯。
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写真 2.4号塚 1号土壊出土人骨の椎骨・上肢骨・下肢骨の各片。
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２

写真 3.4号塚 1号土壊出土人骨の下顎骨前面観。短い矢印は右方ヘ

傾斜 した切歯 4本。長い矢印は矮小歯化 した左犬歯。

写真 4.4号塚 1号土壊出土人骨

の円柱化 した上顎左側切歯 (写真

左)と遊離 して発見された矮小歯

(写真右)。




